
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２１０２

基盤研究(C)

2013～2010

「家族」となることの実践：乳幼児の家族相互行為参加の組織

Practices for "becoming a family member": Organization of young children's participa
tion in family interaction

００３６１２９６研究者番号：

高木　智世（TAKAGI, Tomoyo）

筑波大学・人文社会系・准教授

研究期間：

２２５３０５１１

平成 年 月 日現在２６   ６   ２

円     3,200,000 、（間接経費） 円       960,000

研究成果の概要（和文）：本研究は、言語発達過程にある子どもが、どのようにして、相互行為場面における多様な資
源を利用しながら家族相互行為へ参加しているのかを実証的に明らかにすることを目的とした。特に、以下のことを焦
点として、会話分析の手法を用いて子どもと養育者の実際の相互行為場面を分析した。１）まだ言葉を発しない乳児は
、どのような仕方で他の家族のメンバーとの相互行為に「参加」しているのだろうか。２）言葉を用い始めた幼児は、
養育者とのやり取りにおいてどのように相互理解を確立しているのだろうか。研究の成果として、それぞれの問に対し
て、参加者が用いる具体的なプラクティスのいくつかを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study is aimed at empirically revealing how preverbal children and young chil
dren participate in interactions with other family members even with limited linguistic resources. In part
icular, the following research questions are pursued through the conversation analytic approach:1) how pre
verbal infants "participate" in multi-party family interaction, 2) how children who started to talk build 
and maintain inter-subjectivity while they are interacting with their caregivers. Through detailed analysi
s of multimodal ways in which these family interactions are organized, some practices are found to be empl
oyed by participants in order to make it possible for the young children to actively participate in family
 interaction.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
子どものコミュニケーション能力の発達の

研究において、生まれてから 2～3 年という

限られた期間における劇的な変化を縦断的

にとらえようとする試みは、発達心理学の領

域を中心として数多くあるが、その「変化」

をとらえる以前に、その時期の子どもが他者

と相互行為を行っている場面において何が

起きているのか、このことを、日常的な相互

行為場面を丹念に分析し、可能な限り厳密に、

かつ、包括的にとらえようとする研究は少な

い。本研究では、まずは、乳幼児が日常的相

互行為に参加することがいかにして可能と

なっているのかを明らかにしていく経験的

研究の重要性を踏まえて、乳幼児が参加する

日常的相互行為の大部分を占めると思われ

る家族との相互行為場面を対象とし、次の 3

点を明らかにすることを目的とした。 
 
 
２．研究の目的 
(1) 相互行為への参加が、言語獲得に先立つ

という事実は、乳幼児と養育者の相互行為に

おけるマルチモダリティを厳密にかつ体系

的に解明することの重要性を示している。マ

ルチモーダル（質の異なる多様）な資源が、

どのように参照・利用され、どのように絡み

合って「いま、ここ」における乳幼児と養育

者の相互行為の成立を支えているのかとい

う問題について、本研究では、相互行為の参

加者の（視線やジェスチャーを含む）身体の

動きや配置に着目し、乳幼児の相互行為参加

を可能にする身体の組織を明らかにする。 

(2)言語獲得過程にある乳幼児でも養育者と

の相互行為が可能となっているのは、成人

（養育者）同士の相互行為を組織する様々な

相互行為の（通常は言語的資源によって構成

される）「仕掛け」が、乳幼児の相互行為へ

の参加を可能にするべく、多様な仕方で利用

されているからである。会話分析の手法を用

いて、乳幼児を参加者に含む相互行為におい

てそのような「仕掛け」がどのように用いら

れているか、また、乳幼児相互行為参加を可

能にするために特別に用いられるような「仕

掛け」があるのか、という問題に取り組む。 

(3) (1)と(２)における分析を踏まえて、乳幼児

の相互行為への参加を可能にする相互行為

や身体の組織が家族役割や社会文化規範の

実践にどのように関わっているかという問

題に取り組む。乳幼児の相互行為への参加は、

相互行為の当事者にとっては、家族とともに

日常を生きることそのものとして実現され

ていることを忘れてはならない。「家族」の

相互行為への参加を通して、いかにして、

「『家族』であること」をすることや、成員

の新参者（乳児）に対して「母」「父」「き

ょうだい」として振舞うことが達成されてい

るのかを明らかにする。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は、相互行為場面における多様な資源

がどのように子どもの家族相互行為への参

加を可能にしているのかを実証的にとらえ

るために、子どもと養育者の実際の相互行為

場面を録音・録画によって記録し、音声・視

覚情報を精密に転記したトランスクリプト

を作成した上で、会話分析の手法によって厳

密な事例分析を積み重ねた。会話分析は、相

互行為場面の厳密な記述を通して人間が相

互行為を通していかにして社会秩序を生み

出しているかを明らかにする手法・学問領域

である。会話分析の枠組みを用いることによ

って、日常的な言葉のやりとりを社会の成員

による実践としてとらえ、実践としての行為

は、他者による理解可能性を志向して様々な

水準で極めて微細なレベルまで秩序立って

いること、また、それを可能にしている人間

の相互行為能力の実際を説得的に示すこと

ができる。 
 
 
４．研究成果 



実際のデータ分析を進めるにつれて、上記の

(1)と (2)の目的は、別々の現象として捉えら

れるわけではなく、乳幼児の相互行為の参加

を可能にするプラクティスが常にマルチモ

ーダルに構成されていることが確認できた

ため、具体的なリサーチ・クエスチョンを以

下のように設定した。 1) 乳幼児のいる家族

の相互行為場面において、まだ言葉を発しな

い乳児は、どのような仕方で家族相互行為に

「参加」しているのだろうか。2) 言葉を用い

始めた幼児は、養育者とのやり取りに置いて

どのように相互理解を確立しているのだろ

うか。 

 研究の成果として、それぞれの問に対して、

以下のような事が明らかになった。 

(1) 乳児は、しばしば、他の家族のメンバー

に代弁される。乳児を代弁する場面では、乳

児を十全な参加者として相互行為の中に組

み込む手だてが用いられており、乳児は、家

族のメンバーとなった当初から複雑な相互

行為秩序の中に取り込まれている。また、そ

のような乳児の代弁を乳児の兄・姉が行う事

もあり、幼児である兄・姉は、未だ言語発達

過程にありながら、複雑かつ流動的な参加枠

組みの中で相互行為に参加する経験をして

いる。 

 乳児を代弁する場合、多くの場合、その乳

児の目前で、ある発話内容が「～て」などの

引用の形式で標示され、その時、その場で、

その乳児が発話したものとして別の参加者

に向けて提示される。 

 養育者が乳児を代弁する場合は、上の子ど

もの乳児に対する振る舞いについて何らか

の変更を促す要請をしていることが多い。例

えば、次の事例では、床の上に座っている父

親(F)に寄り添っている姉（S；４歳１カ月）

と弟（B；１歳２か月）のやりとりが発端と

なっている．姉が弟に写真を見せている．弟

はその写真をつかみ取ろうとするが、姉は写

真を握ったまま立ち上がり、弟（と父親）に

背を向けてしまう．弟の方はつかもうとして

いた写真が持ち去られ、泣き出す（01行目）． 

 

[1] [f-081229_mitaitte]  

01 B: う::う:::（（泣き声）） 

02 F: ゆうちゃんちゃんとみたいっ[て. 

03 S:                           [ぱっ 

04      [ぱっぱ（（歌い始める）） 

05 F:   [はい 

06 B: ぱんだっじゃぱ::((歌いながら写真

を Fに渡す)) 

 

02 行目の父親の発言は乳児の発話の「引用」

として定式化されている。05行目で、父親が、

S が握っている写真に手を伸ばして触れなが

ら「はい」と促すと同時にSは写真を手放し、

父親がその写真を B に渡すのを（身体的に）

受諾している。このように、乳児の「引用」

が、乳児の欲求を「代弁」するものとして提

示されている限りにおいて、それは、乳児の

欲求を満たすように「要請」する行為として

理解され、次の順番において、その行為が向

けられた兄／姉が、その欲求に応じる行為を

行うことが適切となる。 

 一方、兄／姉が乳児を代弁する場合の多く

は、養育者が乳児に宛てた発話に対して、（当

然ながら）言語的に反応を返すことのない乳

児に代わってその発話に対する反応を産出

し、親に向けて報告する、というものである。 

 

[2][t_080628_1_1179_nerutte]  

01 M: ケンスケどうする:？寝るか遊ぶか 

02    どっちする::？((Bに向けて)) 

03 B: n [n 

04 M:   [お姉ちゃんと遊ぶ::? 

05     (1.0) 

06 S: ね:寝る::ってゆってる. 

07 M: 寝る:って hhゆうて hる h？うそ::、 

08    遊びたいってるわおねえちゃと:: 

 



母親(M)は、01~04 行目を発話する間、胸元

に抱いている乳児のケンスケ（B；11 か月）

を見ている。つまり、この発話を乳児に向け

て産出する。しかし、04行目の発話を完結し

た直後、母親は姉(S；2 歳 11 か月)の方に顔

を向ける。姉は、母親の 01~02行目の発言の

途中で母親と Bの方向に視線を向け始め、こ

の時点では二人の方向に視線を固定してい

る。Sは、約 1秒の間合いの後、05行目を発

しながらより先鋭的に母親と視線を合わせ

るようにかすかに上方に顔を動かす。S の発

話の「引用」部分は、養育者が乳児に宛てた

「質問」において選択肢の一つとして挙げら

れている「寝る」を取り上げることによって、

この養育者の「質問」に対する「応答」とし

て定式化されていることに注目したい。養育

者が乳児を代弁する場合と同様、ここでも隣

接ペアを基盤として、養育者・乳児・乳児の

兄／姉の三者の参与枠組みが組織されてい

るのである。 

 このように、乳児の代弁のプラクティスは、

しばしば、[質問]-[応答]など、対として実現

されることが一般的期待として認識されう

るような「隣接ペア」を軸として組織されて

いることが明らかになった。隣接ペアが行為

連鎖を構築する際の基本的な単位であると

すれば（Schegloff、2007）、まだ言葉を発し

ない乳児は、このような仕方でかなり早い時

期から相互行為の秩序の中に組み込まれ、

（間接的ではあっても）相手の行為に応接す

る行為を産出するという相互行為の原理を

繰り返し経験しているのである。また、同様

に、兄・姉である２～３歳の幼児も、隣接ペ

アを軸とすることによって複雑な参与枠組

みの中で相互行為に参加することが可能と

なり、その中で、相手の行為に応接する行為

を生み出すことに関わる以下のような様々

な問題に取り組む必要性に迫られる。 

・どのような行為が適切に「応接」するのか；

そもそも相手（養育者）の発話はどのような

行為とみなすべきか 

・どのような資格で相手の発話に応接する発

話を産出しているのか（発話が宛てられた受

け手としてなのか、受け手ではないが、代わ

りに応えられる者としてなのか、etc.） 

・上記の点についての自身の理解はどのよう

に自身の振る舞いの中に組み込む事が可能

か。 

 以上のように、乳児の家族相互行為への参

加を可能にする手だての一つである代弁の

プラクティスは、子どもの言語使用と相互行

為能力の発達を促すような契機に満ちた相

互行為のモメントを生み出しているのであ

る。 

 

(2) 

①言葉を使い始めた幼児は、しばしば、自身

の発話に対して養育者から即座に適切な反

応を得られないという経験をする。事例研究

を通して、そのような場合、幼児は、単に先

の自分の発話を繰り返すだけではなく、言語

的・身体的・環境的資源を複合的に利用して、

どのような反応を求めているのかを受け手

により先鋭的に伝えることができることを

明らかにした。 

 事例研究で取り上げた 2歳児は、自分の言

語的ふるまいに対する相手のふるまいを見

ることによって、相手が先の自分の言語的ふ

るまいを適切に解釈していないことを理解

し、その問題を解決すべく自分の先の発話を

やり直すことができた。また、別の事例の幼

児については、加えて、自分が相手の発話を

適切に理解していない可能性に志向し、自ら

の理解の適切さを確認しつつ相互行為を展

開していた。 

 ここに見られる幼児の能力は、他者とこと

ばを取り交わす中で生じる間主観性の揺れ

を敏感に捉え、対処する能力だと言える。言

い換えれば、他者が「考えていること」の理

解、すなわち、他者の心の理解が、やりとり



の実践の中で達成されたものとして捉える

ことができる。日常的相互行為における「心

の理解」は、自分と自分に向けられた相手の

ふるまいの間の即応的連関を通して、その都

度実践され、その都度（相手と自分のふるま

いが相互に反応・応接しながら相互行為が進

展していく過程を通して）確認・更新され、

そしてそのすべては手続き的知識の実践と

して公然の相互行為の中に埋め込まれてい

るのである。本研究は、他者の心の理解とい

う社会的能力を対象とする従来の「心の理論」

研究に対しても一定の示唆を与えうるもの

と思われる。 

②家族の相互行為場面において、養育者が他

のことに注意を向けている中で、その場に存

在する別の事物に養育者の注意を向ける方

法として、子どもは、しばしば、「これ」な

どの指示詞を含んだ発話を養育者に向ける。

そして、その発話に反応して養育者が子ども

の方に視線を向け、再度、指示対象を特定す

る事を求めた後に、身体的・言語的資源を用

いて養育者の視線をその指示対象に誘導す

る。このような指示詞の用い方は、必ずしも

言語発達過程にある子どもに限定されてい

るわけではないかもしれない。しかし、２〜

３歳児がこのように指示詞を用いていると

いうことは、指示詞の（現場指示的）使用が

相互行為的にどのような働きをするのか（自

分が現場にある事物を指し示していること

を伝えるというだけでなく、受け手に共同注

意を要請する働きがあるということ）、また

その働きが適切に成し遂げられるためにど

のように自分のふるまいを組織しなければ

ならないのか、ということを早期に理解して

いることを示している。このような観察が、

①で見いだされた事とどのように関連し、子

どもと養育者の相互行為についての理解に

どのような示唆をもたらしうるかは、現在、

検討を進めているところである。また、当初

挙げていた３つ目の目的（３）についても、

更なる分析を蓄積した上で、理論的な枠組み

を精査する事も含めて鋭意取り組み、一定の

成果を出したいと考えている。 

 なお、本研究を進めるにあたっては、 

平成 19−23 年度文部科学省科学研究費補助

金・若手研究(S)「養育者−子ども間相互行為

における責任の文化的形成」（課題番号：

19672002、研究代表者：高田明氏）によって

収集されたデータも使用した。 
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